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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 

 

１．機関内規程 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 

 □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 1】日本大学動物実験実施規程 

【本部資料 2】日本大学動物実験運営内規解説 

【本部資料 3】動物実験責任者が所属する学部等以外で実施する動物実験計画申請の取扱い 

【本部資料 4】「飼養保管施設」設置要件の主たる判断基準 

【本部資料 5】「実験室」設置要件の主たる判断基準 

【本部資料 6】日本大学における動物実験等実施体制概略図 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

基本指針に適合する機関内規程として「日本大学動物実験実施規程」を定めている。 

基本指針に沿った適正な運用を確保するため，解説を定めており，実施体制図を整備している。

上記規程の他，各学部の実情に応じて要項やガイドライン等を定めている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

２．動物実験委員会 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 

 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 1】日本大学動物実験実施規程 

【本部資料 7】日本大学動物実験委員会名簿 

【学部資料】各学部動物実験委員会委員名簿 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

本部及び学部に基本指針に適合する動物実験委員会が置かれている。 



2023 年度 自己点検・評価報告書                       様式１－２ 
 

 

  2  

日本大学動物実験実施規程に，委員会が基本指針に定めるカテゴリーで構成するよう定められて

おり，これに基づき本部及び学部の動物実験委員会の委員が委嘱されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

３．動物実験の実施体制 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 

 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 6】日本大学における動物実験等実施体制概略図 

【本部資料 9】様式記入例（様式１～10） 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

日本大学動物実験実施規程に定める実施体制に基づき，動物実験計画書等の実験計画にかかわる

各種様式が定められている。 

動物実験計画書には「動物実験等の目的」「動物実験等の具体的方法」など，基本指針に適合して

いるかを審議する上で必要な事項が網羅されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 

１）評価結果 

■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 

□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

①病原体の感染動物実験 

【学部資料】微生物安全管理指針 他 

②有害化学物質の投与動物実験 

【学部資料】日本大学における発がん物質を用いた動物実験に関する取扱い 他 
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③放射性物質の投与動物実験 

【学部資料】日本大学放射線障害予防規程 他 

④遺伝子組換え動物を用いる実験 

【学部資料】日本大学遺伝子組換え実験実施規程 他 

⑤麻薬・向精神薬の手続き 

【学部資料】麻薬研究者免許証，環境基準のしおり 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

①病原体の感染動物実験 

  感染動物実験については，微生物安全管理指針等に基づき，微生物管理区域を定め，適切に実施

している。 

 ②有害化学物質の投与動物実験 

  有害化学物質の投与動物実験については，日本大学における発がん物質を用いた動物実験に関す

る取扱い等に基づき，適切に実施している。 

 ③放射性物質の投与動物実験 

  放射性物質の投与動物実験については，日本大学放射線障害予防規程等に基づき，適切に実施し

ている。 

 ④遺伝子組換え動物を用いる実験 

  遺伝子組換え実験については，日本大学遺伝子組換え実験実施規程に基づき，適切に実施してい

る。 

⑤麻薬・向精神薬の手続き 

  麻薬及び向精神薬の使用については，麻薬及び向精神薬取締法の規定に基づき，都道府県知事へ

の届け出等の手続きを行っている。 

 

 なお，一部の学部については，該当する動物実験を実施していない。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

５．実験動物の飼養保管の体制 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 
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２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 10】飼養保管施設一覧 

【学部資料】実験動物施設利用マニュアル 

【学部資料】緊急時対応マニュアル 他 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

学長は，飼養保管施設一覧により，各学部の飼養保管施設の状況を把握している。 

  全ての飼養保管施設に実験動物管理者を配置している。 

  各学部では，施設毎に利用マニュアルや手順書を整備している。 

各学部では，実験動物の逸走や地震，火災等の緊急時に備え，施設ごとに逸走防止マニュアルや 

緊急時の災害対策マニュアルを制定している。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

  該当なし 

 

 

６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 

① 16 学部，19 研究科，通信教育部，短期大学部という大きな組織に加え，キャンパスが点在し

ていることから，学長の職務の一部を学部長に委任している。学長の委任を受けた学部では，学

部動物実験委員会が設置され，実験計画書等の審査等を行い，実験が開始できる仕組みとなって

いる。本部動物実験委員会は学部動物実験委員会で承認された動物実験計画書等について，必要

な指導又は助言を行っている。これにより，計画実施の妥当性の判断基準が全学的に標準化され

ている。 
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Ⅱ．実施状況 

 

１．動物実験委員会の活動状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 1】日本大学動物実験実施規程 

【本部資料 8】令和４年度日本大学動物実験委員会活動報告書 

【本部資料 11】動物実験委員会議事録 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

本部及び学部動物実験委員会は，日本大学動物実験実施規程に定めた機能を果たしている。 

  本部動物実験委員会は，日本大学動物実験委員会活動報告書により，動物実験の実施結果等を学

長へ報告している。 

  本部及び学部動物実験委員会の議事録は保存されている。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

２．動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 11】動物実験委員会議事録 

【学部資料】動物実験実施一覧 

【学部資料】動物実験の自己点検票（様式 2-1）（根拠資料 B） 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

日本大学動物実験実施規程に規定された実施手続きに基づき，各学部動物実験委員会において 

 令和４年度中に以下の件数を扱った。 
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  新規：291 件，更新（変更更新含む）：80 件，変更追加：100 件，中止報告：11 件，終了結果報

告：206 件 

  動物実験責任者は，動物実験の自己点検票（様式 2-1）に基づき，自身の動物実験について自己

点検を実施した。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

 

  

３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

 □ 該当する動物実験を行っていない。 

２）自己点検の対象とした資料 

【学部資料】事故・故障記録 

【学部資料】飼養保管施設設置承認申請書／実験室設置承認申請書 

【学部資料】動物実験計画一覧 他 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

動物実験の安全な実施を確保するため，事故・故障記録を作成している。 

  飼養保管施設及び実験室設置承認申請書にて，必要な安全設備の確認を行っている。 

安全管理を要する動物実験（遺伝子組換え実験等）に係る実験計画承認状況を把握しており，必

要な情報共有がされている。 

  なお，一部の学部については，該当する動物実験を実施していない。 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

 該当なし 
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４．実験動物の飼養保管状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

【学部資料】飼養保管施設・実験室チェックリスト／飼養保管・搬入記録 

【学部資料】施設利用マニュアル／飼養保管マニュアル 

【学部資料】飼養保管状況報告書（様式 2-2）（根拠資料 C） 他 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

施設等管理者は，飼養保管基準や飼養保管マニュアル等に従って，飼養保管施設の管理及び保守

点検を行っている。 

実験動物管理者は，飼養保管マニュアル等に従って，実験動物の飼育室の環境条件，飼育管理及

び健康管理を点検するとともに，動物数や状態の確認を行うため実験動物の記録を管理し，記録

台帳を整備している。 

  各飼養保管施設において，実験動物管理者は飼養保管状況の自己点検票（様式 2-2）に基づき，

飼養保管状況の自己点検を行っている。 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

５．施設等の維持管理の状況 

１）評価結果 

 □ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 

 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 4】「飼養保管施設」設置要件の主たる判断基準 

【本部資料 5】「実験室」設置要件の主たる判断基準 

【学部資料】飼養保管状況の点検票（様式 2-2）（根拠資料 C） 

【学部資料】飼養保管施設・実験室一覧 
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【学部資料】飼養保管施設設置承認申請書／実験室設置承認申請書 

【学部資料】各種点検作業報告書・点検記録 他 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

各施設について，基本指針や飼養保管基準等に従い，「飼養保管施設」設置要件の主たる判断基準及 

び「実験室」設置要件の主たる判断基準に基づき，維持管理及び点検を行っている。 

施設等は，設置承認する際に調査・視察が行われ，定期的に更新することになっている。 

施設等は，施錠によりセキュリティがなされており，鍵や入室カードの貸し出し等により入退室を管 

理している。 

一部の学部において，改修・更新計画が必要な施設がある。 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

老朽化施設は現在，将来計画を立案中である。 

 

 

６．教育訓練の実施状況 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

【学部資料】教育訓練実施記録 

【学部資料】各学部教育訓練資料 

【学部資料】外部研修会修了証 他 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

実験動物管理者，実験実施者及び飼養者に対して適切に教育訓練を実施し，実施状況を記録，保

管している。 

教育訓練の内容には，法令等及び機関内規程等，動物実験の方法及び実験動物の取扱いに関する

事項，実験動物の飼養保管に関する事項，安全確保、安全管理に関する事項，人獣共通感染症に関

する事項，施設等の利用に関する事項，その他適切な動物実験等の実施に関する事項等が含まれて

いる。原則として毎年度受講することにより，関係者の意識向上に努めている。 

実験動物管理者に必要な情報を収集するため，外部の各種研修会に参加しており，得られた情報

を共有している。 
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４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

７．自己点検・評価、情報公開 

１）評価結果 

 ■ 基本指針と飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 

 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 

【本部資料 1】日本大学動物実験実施規程 

【本部資料・学部資料】 

       令和 4 年度自己点検・評価報告書（本部） 

       令和 4 年度自己点検・評価事項チェック票（各学部） 

【本部資料 12】日本大学ホームページ 

 

 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

自己点検・評価が適正に実施されている。 

文科省基本指針に従い，日本大学ホームページに必要な情報が公開されている。公開項目には，

規程，自己点検・評価の結果，外部検証の結果，飼養及び保管の状況（動物種毎の動物数），施設の

情報，実験計画書の年間の承認件数，教育訓練の実績，委員会委員の構成等が含まれている。 

 

 

４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 

 

 

８．その他 

（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 

① 16 学部，19 研究科，通信教育部，短期大学部という大きな組織に加え，キャンパスが点在して

いることから，学長の職務の一部を学部長に委任している。学長の委任を受けた学部では，学部動

物実験委員会が設置され，学部毎に自己点検・評価を行い，本部へ報告している。委任した事項の

把握については，実施状況を取りまとめた動物実験委員会活動報告を作成し，学長へ報告を行うこ

とで対応している。 

② 外部検証については，平成 24 年度に松戸歯学部，平成 25 年度に薬学部，平成 26 年度に医学部，
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平成 28 年度に工学部，平成 29 年度に生物資源科学部，令和元年度に文理学部にて実施した。未実

施の施設（歯学部）について，新校舎完成後の令和 5 年度に実施する。 

 

 

 


